
竹田式化学 Fig53a.xlsx (1)脂肪族リスト
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※ 有機の通常の酸化 （１級アルコール⇒アルデヒド⇒カルボン酸， ２級アルコール⇒ケトン） は

酸化剤として K
2
Cr

2
O

7
が使われることが多い

※ Mn7+ は赤紫色


